
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
管 

絃
】
双そ

う

調
じ
ょ
う 

 

音
取

ね

と

り 
 

賀
殿
急

か
て
ん
の
き
ゅ
う 

 

胡
飲
酒
破

こ

ん

じ

ゅ

の

は 

 
 

 
 
 

盤
渉
調

ば
ん
し
き
ち
ょ
う 

 

音
取 

 

青
海
波

せ
い
が
い
は 

 

越
殿
楽

え
て
ん
ら
く 

 

双
調
は
洋
楽
で
言
う
Ｇ
の
音
を
基
音
と
し
ま
す
。 

双
調
の
曲
の
多
く
は
壱
越
調

い
ち
こ
つ
ち
ょ
う

を
移
調
し
た
も
の
（
渡

物

わ
た
し
も
の

）

で
調
本
来
の
曲
は
少
な
く
、
今
回
の
演
目
も
壱
越
調
か
ら
の

渡
物
を
演
奏
し
ま
す
。 

 

盤
渉
調
は
洋
楽
の
Ｈ
音
を
基
音
と
し
ま
す
。 

今
回
の
演
目
二
曲
は
平
調
か
ら
の
渡
物
で
す
が
、
青
海
波
は

現
在
は
原
曲
が
残
っ
て
お
ら
ず
、
越
殿
楽
は
一
説
に
平
調
の

原
曲
が
中
絶
し
、
改
め
て
盤
渉
調
よ
り
再
び
渡
し
た
と
も
言

わ
れ
ま
す
。 

 

当

会

は

玉

前

神

社

祭

典

楽

奉

仕

を

主

た

る

目

的

と

し

て

設

立

さ

れ

た

雅

楽

団

体

で

す

。 

雅

楽

を

愛

好

す

る

者

同

士

が

集

い

、

各

々

そ

の

技

術

の

錬

成

・

研

鑽

に

励

ん

で

お

り

ま

す

。 

年

間

を

通

じ

て

の

玉

前

神

社

祭

典

に

お

け

る

奏

楽

と

、

花

見

の

宴

・

月

見

の

宴

と

い

っ

た

自

主

公

演

を

行

っ

て

い

ま

す

。 

稽

古

は

龍

笛

・

篳

篥

・

笙

と

そ

れ

ぞ

れ

管

別

の

稽

古

や

合

奏

稽

古

を

毎

週

行

っ

て

い

ま

す

。

ま

た

、

月

に

一

度

小

野

雅

楽

会

の

先

生

に

お

越

し

頂

き

ご

指

導

頂

い

て

お

り

ま

す

。 

稽

古

見

学

希

望

、

ま

た

ご

質

問

の

あ

る

方

は

玉

前

神

社

ま

で

お

問

合

せ

く

だ

さ

い

。 

～ 

玉
前
雅
楽
会
に
つ
い
て 

～ 
 

～ 

演 
 

目 

～ 
 

～ 

ご 

案 

内 

～ 
 

【 

日 

時 

】 

平
成
二
十
七
年
八
月
二
日
（
日
）
午
後
七
時
開
宴 

【 

会 

場 

】 

一
宮
海
岸 

地
曳
小
屋
下 

九
十
九
里
有
料
道
路
一
宮
イ
ン
タ
ー
出
口
よ
り 

県
道
三
〇
号
線
い
す
み
方
面
約
２
ｋ
ｍ 

 

県
道
二
二
八
号
と
の
交
差
点
を
海
側
突
き
当
た
り 

上
総
国 

一
之
宮 

玉
前
神
社
社
務
所 

所
在
地 

千
葉
県
長
生
郡
一
宮
町
一
宮
三
〇
四
八 

電 

話 

〇
四
七
五
―
四
二
―
二
七
一
一 

 

※
送
迎
車 

《
Ｊ
Ｒ
上
総
一
ノ
宮
駅
～
会
場
》 

六
時
五
十
分 

《
会
場
～
Ｊ
Ｒ
上
総
一
ノ
宮
駅
》 

八
時 

～ 

お
問
い
合
わ
せ 

～ 
 

঳
૝
ਲ
഍ 

৉
ኬ
৵
ો 

 

 

九月末まで通行料金終日無料 



 

 

月
あ
か
り 

つ
く
も
の
浜
の 

雅
楽
は
や 

風
雅
な
り
け
り 

さ
ざ
波
の
如
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

江 

安 

と
き
：
平
成
二
十
七
年
八
月
二
日 

 
 

 
 

午
後
七
時
開
演 

 
 

 
 

（
月
の
出
午
後
七
時
五
十
二
分
頃
） 

場
所
：
一
宮
海
岸 

地
曳
小
屋
下 

 
 

 
 

雨
天
時 

玉
前
神
社
参
集
殿 

問
合
せ
：
〇
四
七
五-

四
二-

二
七
一
一 

 
 

 
 

 
 

 
 

玉
前
神
社
社
務
所 

主催 玉前雅楽会  後援 一宮町 一宮町観光協会 一宮町教育委員会 ホテル一宮シーサイドオーツカ 玉前神社 


